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温かい善意ありがとうございます

竜ケ崎法人会

税制改正に関する提言書
の提出
　（一社）竜ケ崎法人会牛久地区

会（海老原副会長）から根本市長

に「平成30年度税制改正等に関

する提言」が、11月28日に手渡さ

れました。提言書では経済の再

生と財政健全化を目指した歳出

入の一体化改革や持続可能な社

会保障制度の確立、中小企業の

重要性を認識した活性化を図る

税制措置などが提言されました。

女化文化芸術活動推進協議会主催

女化秋祭り～収穫彩～

　女化青年研修所で12月16日に

「女化秋祭り～収穫彩～」が開催

されました。会場では恒例の「キ

ツネの面づくり」や「キツネメイ

ク」などの企画が催され、たくさ

んの方たちが参加しました。ま

た、温かいうどんが来場者に振舞

われたり、吹奏楽団の演奏も行わ

れたりと、心も体も温まる一日と

なりました。

あいおいニッセイ同和損保との包括協定

企業のノウハウを行政に

　牛久市とあいおいニッセイ同

和損害保険株式会社（茨城南支店 

川崎弘毅支店長）は、相互の連携

を強化することにより、それぞれ

の情報や資源を有効活用するこ

とで地方創生の実現を図ること

を目的に12月22日に連携協定を

締結しました。根本市長は「行政

では行き届かないところに力を」

と話しました。今後は、協働で市

内事業者や市職員に対し地方創

生支援のためのセミナー等を開

催していく予定です。

全日本マスターズ混成競技選手権大会

80歳の飯島さん、マスター
ズ陸上5種競技で優勝！
　市内在住の飯島繁さんが11月

に開催された第28回全日本マス

ターズ混成競技選手権大会マス

ターズ男子5種競技（M80クラス）

で優勝し、その報告のため根本

市長を表敬訪問しました。飯島さ

んは「毎日のトレーニングは欠か

しません。陸上は一生続けていき

ます。次の目標は5種競技で日本

記録を作ること！」と話していま

した。根本市長も「ケガに気をつ

けてぜひがんばってもらいたい」

と激励しました。

田宮西近隣公園完成

みんなの憩いの場が完成

　田宮町つつじが丘団地北側に、

約4ヘクタールの新しい公園が

完成しました。この公園は、既存

の谷津地形を活かした雨水排水

を調整する機能を兼ね備え、季

節を体感し、自然環境を楽しめる

公園となっています。

　ぜひ、公園で自然観察や散策

などをお楽しみください。

旧住井すゑ邸などを市へ寄贈

「抱
ほうぼくしゃ

樸舎」を牛久市へ

　12月20日、旧住井すゑ邸と関

連資料、およびふるさと牛久応援

寄附金の寄付に対して、長女の犬

田かほるさんへ表彰状を贈呈し

ました。根本市長は「旧住井すゑ

邸と抱樸舎は整備して郷土の偉
人である住井すゑさん・犬田卯さ
んの顕彰事業の実施や、牛久沼
周辺の散策コースに組み込むな
どし、公開活用させていただきま
す。市の文化芸術に貢献していた
だきありがとうございました」と
感謝の言葉を伝えました。
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●高橋睦治展覧会

　10月14日から22日までの9日間、牛久クリー

ンセンターで、高橋睦
むつはる

治さんの展覧会「2017 

TAKAHASHI MUTSUHARU EXHIBITION ある

表現の軌跡」が開催され、

高橋さんから作品、野口

幸
こう き

記実行委員長から運営

資金15,418円が牛久市に

寄付されました。寄付金

はひたち野うしく中学校

建設事業に使われます。

寄　　付 温かい善意ありがとうございます

●みどり野行政区

　みどり野行政区では、文化祭

の収益金を牛久市社会福祉協議

会へ毎年寄付をしています。12

月22日、広瀬隆司区長と相談役

の小野寺治子さんが市役所を訪

れ、収益金3万円を寄付してい

ただきました。この寄付は、地

域福祉推進のために使われます。

●ガールスカウト茨城連盟　第27分団

　12月27日、ガールスカウト茨城連盟第27分団の

「歳末助け合い募金」として2万円を牛久市社会福祉

協議会へ寄付。これは昨年11月に「うしくWaiワ

イまつり」で行った

バザーの収益金です。

寄付金は、低所得世

帯への見舞金や一人

暮らし高齢者のふれ

あい訪問事業に使わ

れます。

●牛久市商工会工業建設業部会

工業クラブ

　牛久市商工会工業建設業部会工

業クラブ（中島康章部長）から牛久

市社会福祉協議会に8,180円を寄付

していただきました。同クラブから

は、毎年「うしくWaiワイまつり」の

遊びのブース（1回10円）における収

益を全額ご寄付いただいています。

●牛久市商工会女性部

　12月18日、牛久市商工会女性

部（宮川正枝部長）から牛久市社

会福祉協議会に3万円を寄付し

ていただきました。商工会女性

部からは、毎年「うしくWaiワイ

まつり」の収益の一部をご寄付

いただいており、地域福祉推進

のために活用します。

　1月20日に中央図書館で「著者を囲む集い 江戸

川乱歩賞受賞作家対談 下村敦史×竹吉優輔」が開

催されました。当日は、下村敦史さん（『闇に香る

嘘』第60回江戸川乱歩賞受賞）と中央図書館名誉

館長である竹吉優輔さん（『襲名犯』第59回江戸川

乱歩賞受賞）の対談を聞くために、約50人の方が

会場を訪れました。お二人は幼少期の本にまつわ

る思い出や、影響を受けた本や次回作の構想など

について、参加者の質問も交えながら対談しまし

「著者を囲む集い　江戸川乱歩賞受賞作家対談」開催

「江戸川乱歩賞受賞作家　対談　下村敦史　×　竹吉優輔」

た。竹吉さんの「読書はなければならないものだ

と思う」との言葉や、下村さんの「誰かを驚かせて

楽しませることが自分の原動力」との言葉に、ミ

ステリー作家のお

二人の人間味溢れ

るキャラクターと、

本への愛情がとて

も伝わる時間とな

りました。
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「第4回牛久郷土かるた大会」

郷土かるたで牛久を知り、遊ぶ

　1月21日、牛久運動公園体育館サブアリーナにおいて、「第4回牛久郷

土かるた大会」が開催されました。小学生以下が対象の「こどもかるたの

部」には、24組48人が参加し、チーム・シャチが優勝し、誰でも参加で

きる「郷土かるたの部」では32組64人が参加

し、カラリボが優勝しました。チーム・シャ

チの石川明
はるか

佳さんと中村愛さんは、「去年は3

位でした。今年はたくさん練習し、優勝でき

てよかったです」と話してくれました。

宝くじの社会貢献広報事業による助成

宝くじ助成金で防災資機材を整備しました

　上柏田、中柏田、下根ケ丘、栄東の各自主防災組織は、宝くじ助成金※を受けて、防災資機材を整備しま

した。各自主防災組織では、自分たちの地域は自分たちで守るという意識のもと、自主的な防災活動に積極

的に取り組んでおり、今後も安心して暮らせる地域づくりに一層の活躍が期待されています。

（※宝くじ助成金は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として実施している助成

制度によるもので、宝くじの受託事業収入を財源としています。）

▲油圧ジャッキ（左）、発電機（右）（中柏田） ▲簡易無線機（上柏田）▲消防ホースセット（下根ケ丘）▲収納庫（栄東）

平成30年牛久市消防出初式

気持ち新たに
～わがまちを守る～
　牛久市消防団と牛久消防署は

1月6日、中央生涯学習センター

において両者合同による「牛久

市消防出初式」を行いました。式

の第1部では永年勤続団員の功

労者表彰などを行い、第2部で

は車両観閲、出動人員報告、機械

器具点検を行った後、市長、団

長を始め、消防団員、消防署員

が消防車両32台に分乗し、市内

約2.5㎞をパレードしました。

　市内で活躍する消防車両が一

堂に会し、走行する様子に会場

に来た子どもたちからは車両

に向かって手を振り、「消防車、

かっこいいね、がんばって」との

声が上がっていました。

　1月17日の大相撲1月場所4日目、保健セ

ンターでパブリックビューイングが開催

されました。当日は、市民や牛久市社会

福祉協議会で実施している身体障がい者デイサービスの利用者など約

100人が観戦し、手作りのうちわや木の実を入れた鳴り物などを手に、

元気に声援を送りました。またこの日は同障がい者デイサービスの利用

者20人が共同で企画・制作した「稀勢の里関特製タペストリー」もお披

露目されました。この作品は、昨年12月に県主

催で開催された「ナイスハートふれあいフェス

ティバル」へ出展されたもので、当面の間、市役

所本庁舎ロビーに展示される予定です。

稀勢の里関郷土後援会

稀勢の里関へ、
特製タペストリーの贈り物
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１

第42回牛久シティマラソン

大勢のランナーがひたち野を疾走

　「第42回牛久シティマラソン」が1月8日に開催されました。今大

会から5kmに高校生の部が追加され、参加者3,868人が力走しまし

た。当日は参加者に加え、招待選手の谷川真理さん、小森コーポ

レーション陸上競技部、流通経済大学トライアスロン部・駅伝部の

ほか、根本洋治牛久市長も参加し、例年同様賑やかな大会となりま

した。根本市長は5kmの部に出場し、38分03秒で見事完走しまし

た。また最遠隔地からの参加者は沖縄県からの方。最高齢女性参

加者賞は吉田千枝子さん（牛久市・81歳）でした。

◆10km一般

男 

子

29歳以下 山口 弘晃 埼玉医科大学AC 0：30：19

30歳代 秋山 陽祐 日製日立 0：33：02

40歳代 大山 研二 RUNS 0：31：56

50歳代 宮崎 博之 0：36：14

60歳以上 谷 義夫 玉造工業高校職員 0：38：16

女 

子

29歳以下 木村 世奈 0：38：26

30歳代 桑原 絵理 AC須賀川 0：37：56

40歳代 大宮 真弓 一橋AC 0：38：58

50歳代 幸田 昌代 結城RC 0：41：25

60歳以上 新本美智枝 茨城マスターズ 0：42：43

◆5km一般

男 

子

高校生 印藤 剛 慶應義塾高校 0：15：10

29歳以下 山本 雄 堂ヶ島温泉郷 0：15：47

30歳代 青木 純 RUNS 0：15：09

40歳代 下村 勧 美野里クラブ 0：16：01

50歳代 大島 修 0：17：23

60歳以上 吉田 正 RUNS 0：17：43

女 

子

高校生 宮山 美咲 牛久高校 0：18：00

29歳以下 柴崎のぞ美 古河 0：21：11

30歳代 藤井めぐみ 0：19：59

40歳代 桶田真喜子 牛久走友会 0：19：58

50歳代 大坊久美子 牛久走友会 0：20：35

60歳以上 諸岡ヤヨヒ もろおか寝具店 0：22：50

各種目優勝者� おめでとうございます

１ 市内を走るランナーたち

２ �一斉にマラソンがスタート！写真中央

が招待選手の谷川真理さん

３ 疾走感のある車イスのレース

◆10km車イス（15歳以上男女）

佐藤 健 コロンビアスポーツ 0：25：32

◆3km中学生・2km小学生（4～6年生）

中学生
男子 後藤 大志 常陸太田市立金砂郷中学校 0：09：22

女子 中村 実優 土浦日大中等 0：10：09

小学生
男子 金子 京平 0：07：01

女子 田中 莉愛 柏市立手賀西小学校 0：06：53

※�全参加者の結果は市ホームページのス

ポーツ推進課ページで公開しています。

３

２

平成30年牛久市成人式

お世話になった方に感謝

　1月7日、中央生涯学習センター文化

ホールで成人式が行われ、799人が大人の

仲間入りをしました。第1部の式典では新

成人代表の岩井拳士さんが「この日を迎え

られたことを両親、恩師、友人に感謝し、

これからは自分の行動に責任を持ち、大人

として自分を磨き、精進していきたい」と

成人の誓いを述べました。第2部では成人

式実行委員会の企画運営よる中学校対抗

クイズ大会などが行われました。

　1月16日に中央生涯学習セン

ター文化ホールで市内在学の小学5年生を対象とした狂言

の芸術鑑賞会が開催されました。当日、子どもたちは「野村

万蔵の会」の方々の狂言を鑑賞。演目「盆山」と「梟山伏」の公

演の合間に狂言やお囃子の解説や、子どもたちによる舞台

上での狂言の体験などがあり、日本の伝統的な文化芸能に

触れるひとときとなりました。

　狂言を体験した神谷小学校の木村匠さんは「思ったより

難しかった。演じ方に男女の違いがあることが分かった。狂

言できのこを表現したりするとは思わなかったから、おも

しろかった」と話して

いました。

小中学校芸術鑑賞会

日本の文化芸能を体験

１ 演目「盆山」

２ �舞台上で狂言を体験する

子どもたち ２

１

会場を彩る晴れ着

姿の新成人
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空 手 道
2019 9/28~30
牛久運動公園体育館

軟式野球
2019 10/4・5
牛久運動公園野球場

再生紙、環境に優しい植物油インキを使用しています。

■
発
行
・
編
集
　
牛
久
市
広
報
政
策
課

　
〒
３
０
０
‐
１
２
９
２

　
茨
城
県
牛
久
市
中
央
３
丁
目
15
番
地
１

広
報
う
し
く

1210号

２
０
１
８ 

２
月
１
日
号

平
成
30
年
２
月
１
日
発
行

TEL
０
２
９
・
８
７
３
・
２
１
１
１ 

FAX
０
２
９
・
８
７
３
・
２
５
１
２

HP http://w
w

w
.city.ushiku.lg

.jp/

　うしく文化認定こども園
えん

のお友
とも

だ

ちは、どんど焼
や

きに参
さんか

加。それぞれ家
いえ

から持
も

ってきた正
しょうがつかざ

月飾りを燃
も

やして、

今
ことしいちねん

年一年の健
けんこう

康や、願
ねが

い事
ごと

が叶
かな

うよう

にお祈
いの

りをしました。そしてどんど焼
や

きの火
ひ

で竹
たけ

の先
さき

に刺
さ

したお餅
もち

を炙
あぶ

って

みんなでパクリ。「焼
や

くときは火
ひ

が少
すこ

し

熱
あつ

かったけど、楽
たの

しかった！」と寒
さむ

い中
なか

でも元
げんき

気に答
こた

えてくれました。今
ことし

年の

春
はる

には卒
そつえん

園するまつぐみ・うめぐみの

お友
とも

だち、元
げんき

気に小
しょうがっこう

学校に通
かよ

ってね！

まつぐみ うめぐみ
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うしく文化認定こども園のお友だち

市内小学校「租税教室」開催

税金って何だろう、小学6年生が税金を学ぶ

　毎年、小学6年生を対象に税の意義・役割を少しでも知っ

てもらおうと、租税教室を開催しています。今年度は、市内

小学校4校（牛久小、岡田小、牛久二小、ひたち野うしく小）

で実施しました。

　12月19日には牛久第二小学校で開催。市税務課職員が、学

校などの教育に関わるものにも消費税が使われていることや、

税の役割、使い道についての説明を行いました。職員からの

「税金とは、私たちが安全で豊かな暮らしをするために、出し

合う会費のようなものです」という言葉を、子どもたちは真剣

な眼差しで聞いていました。小
お だ

田心
ここ ゆ

優さんは「税金は消費税だ

けだと思っていまし

た。もっといっぱいあ

るし、なくなったら大

変だと思いました。税

金の重みを知ること

ができました」と話し

ていました。

小川芋銭作品が牛久市へ寄贈

牛久の宝、小川芋銭

　12月20日、小川芋銭作品３点（谷

島伸之助コレクション）を寄贈され

たご遺族の方へ、感謝状を贈呈しま

した。寄贈された作品は、小川芋銭

の制作過程がわかる重要な稿本（下

書き）です。寄贈者は「ぜひ公共施設

で展示公開して、牛久市の文化芸術

に役立ててほしいです」と話してい

ました。

▲寄贈された作品の一つ「十二橋　稿本」
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